



































































方面等での生物 ・雪氷 ・宙空の諸観測,6月 のフライ ト
に引続いての航空機の運用,さ らには8月 のみずほ交
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を得たし,さ らに雪中 ・海氷中の電波伝搬実験 という観
測計画にはない観測を越冬中積極的に計画し,内陸や沿
岸で興味あるデータを得ることに成功 している.定常観




























2月1日,全 ての 観 測 ・設営 の 業 務 を27次隊 よ り引 き
継 い だ.3日 残 務 整 理 の た め に と ど ま って い た10名の27
次 隊 員 が ピ ンク ア ップ され た 後,最 終便 が 飛 来 し,名 実
共 に28次隊 の 越 冬 生 活 が 始 まっ た.
昭 和 基 地 入 り して 以 来 好 天 に 恵 まれ て き たが,2月 に
入 る と幾 度 も強 い 低 気 圧 の洗 礼 を受 け る こ と にな った .
海 氷 状 態 は 非 常 に不 安 定 に な っ て お り海 氷 上 の 諸 観 測
や,航 空 機 の オペ レー シ ョ ンな ど 当 分見 合 わせ ざ る を得
な い.こ うした 中 で 設営 面 で は 基地 内外 の 整 理 やIOke　fdi
属 タ ン クの 土 台 据 付,100ke水槽 の 清 掃,作 業棟 床 の 改
修 等 を終 え た.観 測 関係 で は気 象,電 離 層,地 球 物 理 の
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極 地 研 二
1.オ ー ロ ラ及 び 関 連 現 象
1.ボ ー ラ ー ・キ ャ ップ オ ー ロ ラの 特性(1)
倦 田和 男)
2.夕 方 側 ス テ ー プル オ ー ロ ラの 構 造
一6300Aア ー クの 形 態 一(小 野 高幸
,平 澤威 男)
3.オ ー ロ ラ ドリ フ トと磁 気 圏電 場
(小口 高,中 村 るみ,山 本達 人)
4.オ ー ロ ラ発 光 とオ ー ロ ラ粒 子
(江尻 全 機,小 野 高幸,平 澤 威 男,小 口 高)
5.極 域 電 離 層 電 流系 の シ ミaレ ー シ ョン実 験 皿
(筒井 稔,浅 野 弘 明,小 川 徹)
6.夜 間 全 天 単 色撮 像 観 測
(金田栄 祐,田 鍋 浩 義,宮 下晴 彦)
7.高 感度 撮 像 装置 に よ る オ ー ロ ラ観 測
(金田栄 祐,国 分 征,林 幹 治,小 口 高)
8.沿 磁 力線 電 流 系 の 電 流 発 生 源 とエ ネ ル ギ ー源
(井上 雄 二)
1.　ELF～HF波 動 現 象
9.　ISIS衛星 で観 測 され た コ ー ラス の 経 度 変 化
(松尾敏 郎,木 村 磐 根)
10.極域 へ 到 達 す るELFヒ ス の 非 ダ ク ト伝 播 路
(山岸 久 雄)
ll.　VLF放 射(f≧f`v2)のoff・equatorでの 方 位 測
定 と伝 搬 路 の 逆 追 跡
(早川 正 士,武 藤広 泰,岡 田敏 美,島 倉 信)
12.8KHz以 高 の オ ー ロ ラ ヒ スの特 性(恩 藤 忠 典)
13.磁気 圏 に お け る ホ イ ッス ラ ー波 と静 電 波 の 不 安 定
性 の 競 合 関係(大 村 善 治,松 本 紘)
14.極域 低 高 度(-600km>に て 観 測 され るLF/MF
帯 ホ イ ッス ラ ・モ ー ド放 射 の 特性 と伝 搬
(相京 和 弘,恩 藤 忠 典.大 高 一弘)
15.DE-1衛星 で 観 測 され たZ－モ ー ド波 につ いて
(橋本 弘 蔵,　W.　Calvert,　R.　L.　Huff)
皿.南 極MAP観 測(中 層 大 気)
16.地磁 気 静穏 時 にお け る 高 緯 度 中 規 模T[Dの 衛 星
観測
(小川 忠 彦.五 十 風 喜 良,相 京 和 弘,前 野 英 生)
17.流星 レー ダ に よ る極 域 中性 風 の観 測
(田中 高 史,小 川忠 彦,五 十 風 喜 良
藤井 良 一,平 澤 威 男)
18.南極 中層 大 気 の ラ イ ダー 観 測(JARE26)
(野村 彰 夫,鹿 野哲 生,岩 板 泰 信,福 西 浩
平澤 威 男,川 口貞 男)
19.ライ ダ ー を用 い た 中層 大 気 重力 波 の観 測
(柴田 隆,福 田 光伸,成 瀬 徹,前 田 三 男)
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20.フ ァプ リ ーペ ロ ー ドップ ラ ー イ メ ー ジ ング シ ス テ
ム　 (FPDIS)の開 発 と極 域 熱 圏 ダ イ ナ ミ ッ ク ス
の 観 測 へ の 応 用(岡野 章.一,福 西 浩,森 岡 昭)
21.下層 大 気 中 の 負 イオ ン(川 本 洋 人,小 川 俊 雄)
N.地 磁 気 共 役点 観 測
22.磁場 モ デ ル 計 算 に よ る 昭 和 一ア イ ス ラ ン ド共 役 点
の 遷 移(小 野 高 幸,平 澤 威 男 ,鮎 川 勝)
23.CNA脈 動 と関 連 現 象 の 共 役性 〔1〕
(樋口喜 啓,佐 藤 夏 雄,渋 谷 仙 吉,前 沢 潔)
24.昭和 一ア イ ス ラ ン ドの 地 磁 気 共 役 点 で のSCに つ
い て
(永野 宏,荒 木 徹,家 森 俊 彦,佐 藤 夏 雄
鮎 川 勝)
25.Pi2型磁 気 脈動 の 共役 性
(桜井 亨,利 根 川 豊,佐 藤 夏 雄)
26.低緯 度 磁 気 共 役 点 で 観 測 され たPc3波 動 の 南 北
半 球 非 対 称性 に つ い て
(湯元 清 文,斉 藤 尚 生,田 中義 人.　L.　W,　Lynn　F.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M.　Menk,　B.　」.　Fraser)
27.周波 数 別 に 見 たPolar　chorusの季 節 変 化 と共 役
性
(鈴木博 之,渋 谷 仙 吉,前 沢 潔,佐 藤 夏雄
共 役 点 観 測 グル ー プ)
28.周波 数別 に見 たAuroral　hissの季 節 変化 と共役 性
(鈴木 博 之,渋 谷 仙 吉,前 沢 潔,佐 藤夏 雄
共 役 点観 測 グ ル ー プ)
29.オー ロ ラの 強 度 か ら見 た 共 役性
(藤井 良 一,佐 藤 夏雄,小 野 高 幸)
V.ロ ケ ッ ト観 測
30.S-310JA-11及び12号ロ ケ ッ ト実験 時 の 地 上 観 測
に よ る オー ロ ラ及 び 関 連現 象
(山岸 久雄,福 西 浩)
31.南極 ロケ ッ トS-310JA-11,-12号の機 の 姿 勢 測 定
(高橋 隆 男,遠 山 文雄,藤 井 良一,山 岸 久 雄
国 分 征,福 西 浩)
32.南極 ロ ケ ッ ト(S-310JA-11及び12)に よ る オ ー
ロ ラ電 離 層 電 子密 度 の観 測
(高橋 忠 利,福 西 浩,大 家 寛,渡 辺 勇 三
山 岸 久 雄)
33.南極 ロ ケ ッ トS-31eJA-11及び12号機 に よ る オ ー
ロ ラ粒 子 観 測
(山岸 久雄,宮 岡 宏,江 尻 全 機,岡 村 宏
佐 川 永一,向 井 利 典,賀 谷信 幸,福 西 浩)
34.南極 ロ ケ ッ トに よ る粒 子 束 変 動 成 分 の 観 測
(佐川永 一,山 岸 久 雄,福 西 浩,賀 谷 信 幸
向 井利 典)
35.観 測 ロ ケ ッ トS-310JA-ll,12号機 に よ る低 周 波
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プ ラ ズマ 波 動 の観 測
(森 弘 隆,佐 川 永 一,小 川 忠 彦,小 川 俊 雄)
36.S-310JA-11及び 2号機 に よる オ ー ロラ ヒス観 測
(長野 勇,山 本 英 子,橋 本弘 蔵,尾 崎 照 幸
木 村 磐 根,松 尾 敏 郎,山 岸 久 雄,福 西 浩)
37.極球 電 離 層 にお け る オ一 口 ラプ ラ ズマ
ーS-310JA-ll/12による 結 果 一
(森岡 昭,大 家 寛,福 西 浩,宮 岡 宏
小 野 高 幸,山 岸 久 雄,小 原 隆博)
38.S-310JA-12号機 に よ り観 測 さ れ た オ ー ロ ラ電 流
系 に よる磁 場 変動
(遠山 文 雄,高 橋 隆 男,藤 井 良 一一,福 西 浩)
39.ロケ ッ ト観測 に お け るオ ー ロ ラ ヒ ス のwave　nor・
ma[angleの}則定 法(西 野 正 徳,田 中 義 人)
M.　STEP期間 の 極 域 超 高 層 観 測 計 画
Cl.極域 観 測 計 画概 要(江 尻 全 機)
C2.　STEP計画 につ い て(大 家 寛)
C3.デ ー タ処 理 シ ス テ ム 及 び デ ー タ情 報 交 換 の 国 際
及 び国 内 ネ ッ トワ ー クに つ い て(杉 浦 正 久)
C4.極 域 超 高 層 の 物 理 〔前 沢 洌)
W.　ULF波動 現 象
40.指絞 型Pcl脈 動 の特 徴
(佐藤 夏 雄.平 澤 威 男,南 部 充 宏)
41,指紋 型Pcl脈 動 の 理 論 的解 釈
(南部充 宏,佐 藤 夏 雄,平 澤 威 男)
42.磁気 嵐 に 伴 うPcl及 びPi1地磁 気脈 動 につ いて
(加藤 愛 雄,利 根 川 豊)
43.低高 度 衛 星 で 観 測 され るULF波 動 と沿 磁 力 線 電
流 微 細 構 造(家 森 俊 彦)
44.低緯 度Pc3脈 動 の電 離 層 等 価 電 流 系(坂 翁 介)
45.カス プ帯 と オー ロ ラ帯 同時 共役 点 観 測 に よ る長 周
期 脈 動 の 特 性
(利根 川 豊,福 西 浩.佐 藤 夏 雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L.　J.　Lanzerotti)
ve.　大 気 球 観 測
46.気球 高 度 に おけ る オ ーロ ラX線 像 の撮 像 ボ ケ
(小玉 正弘,小 倉 紘 一)
47,南極 域 に お け る オ ー ロ ラX線 空 間 分布 の観 測
(第26次南 極 観 測 隊 大 気 球 実 験)
(鈴木 裕 武,平 島 洋,村 上 浩 之,山 岸 久 雄
佐 藤 夏 雄,小 島 年 春,山 上 隆 正
小 玉 正 弘,福 西 浩)
48.オー ロ ラX線 の 空 間分 布 とPulsatlve　fluctuation
(小玉 正弘,平 島 洋,村 上 浩 之.奥 平 清 昭
鈴 木 裕武,山 上 隆 正,太 田 茂 雄,並 木 道義
西 村 純,宮 岡 宏,佐 藤 夏 雄,藤 井 良 一)
49.AZCO85実験 で 観 測 され たX線 脈 動 と関 連 地 上
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現 象
(小島年 春,芳 野 赴 夫,山 岸 久 雄,佐 藤 夏 雄
宮 岡 宏,　S.Ullaland)
50.大気 球,地 上 共 役 点 ・多 点 で 同 時 に観 測 さ れ た
VLF放 射
(佐藤夏 雄,宮 岡 宏,藤 井 良 一・,太田 茂 雄
巻 田 和 男,　S,　Ullaland　A.　Egeland)
51.ポー ラパ トロー ル 気 球(PPB)と 中 層 大 気 力 学
(山中大 学,山 崎 孝 治,神 沢 博)
区.磁 気 圏 ・電 離 圏擾 乱
52.SSC時の磁 気 流体 波 の磁 気 圏 内 伝 播 に つ い て
(藤田 茂)
53.1982年6月12日のSC現 象 につ い て(平 澤 威 男)
54.ア イ ス ラ ン ド3点 で 観 測 され たVLFオ メ ガ電 波
と地磁 気 サ プ ス トー ム との 関 係
(荒木 喬,佐 藤 夏 雄,藤 井 良 一,菊 池 崇)
55.極冠 内AE指 数 算 出 の ため の 南 極 地 磁 気 観測
(荒木 徹,杉 浦 正 久,亀 井豊 永,平 澤 威 男
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S.　B.　Mende)
56.粒子 降 下 活 動指 数 で 記 述 され る電 離 層 擾 乱 に対 す
る熱 圏 の 反 応 の 数 値 シ ミュ レー シ ョン
(前田佐 和 子,　T.　Fuller・Rowell　D,　S,　Evans)
57.極域 にお け るHFド ップ ラ観 測(2)
(南 繁 行,　」.　Peterson,　R.　D.　Hunsacker)
58.昭和 基 地 マ ルチ ビー ム リ オメ ー タに よ る電 離 層 吸
収 観 測 初 期 結 果
山 岸 久雄,佐 藤 夏 雄,菊 池 崇,池 田修 一
芳 野 赴夫,福 西 浩)
59.FM/CWイ オ ノ ゾ ンデ に よる 極 域 電 離 層 の 観 測
一 速 報 一(野 崎 憲朗,菊 池 崇)
60.航行 衛 泉 に よ る昭 和 基 地 の 測 位 精 度 と地 磁 気擾 乱
の 関 係
(五十 風 喜 良,小 川 忠 彦,前 野 英 生,倉 谷康 和)
61.　VLBI観測 量 に 及 ぼ す極 域 電 離層 の影 響
〔高 橋 冨 士 信,皆 越 尚紀)
レ来 訪 者く
12月22日一12月26日　 Mr.　JONSSON,　K.　(アイ ス ラ ン
ド電 力 エ ネ ル ギ ー研 究 所 研 究 員)
1月10日 一1月15日 　 Dr.　SHRESTHA,　M.　(ハワ イ大
学助 手)
1月21日　 Mr,　LAMPEN,　M.　(ドイッ ドル ニ エ 会社 研
究 則
2月4目 張 文 敬(Mr,　Zhang　Wenjing,中国 科 学 院
蘭 州 氷 河 凍 士研 究 所研 究 員)
2月12日 一2月20日 　 Dr.　SOUTHWOOD,　D.　(ロン ド
極 地 研 ニ ュ ー ス78
ブ ラ ケ ッ ト研 究 所教 授)
2月13日 一2月15日 　 Dr.　KUSAKIN.　0.　〔ソ連 科 学 ア
カデ ミー極 東 科 学 セ ン ター生 物 学 研 究 所 主 任
研 究 員)
Dr.　ZOTIKOV,　1.　(ソ連科 学 ア カデ ミー 地 理
学 研 究所 主 任研 究 員)
Mr.　GLAZOVSKY,　A.　(同研 究 所 研 究 員)
王 偉 麗　(Mrs.　Wang　Weili,中国 科 学 院 蘭
州 氷 河凍 士 研 究 所 技 官)
2月18日　 Mr.　FERRI,　S.　(イタ リ ア大 使 館 武官)
2月24日一3月6日 　 Dr.　KAN,　J,　(アラ ス カ大 学 地 球































2月3日 に最終便が飛んだ.再 びブライ ド湾に飼った








が多かった.2月 に入り曇 りの日が多 く,20～21日には
初のブリザー ドとなった.
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1南極 月別 気 顔 料(M・n・hl・Cli・・…　 D…　 f・J・p・n・・eA・…　 cti・St・ti・ns)
昭 和 基 地(Syowa:89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level>　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(mb
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　Wind　speed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間平 均(Max.　wind　speed,(
m/s)　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)



























































いるが,こ の2人 が南極で越冬 した最初の女性である.
いくつかの例外はあるに して も,南極は男性優位の
社会であった.1957年に国際地球観測年が開始されて
も,この事情は変らなかった.南極の自然は厳 しく,
それに対する各基地の設備は貧弱であった.ま ともな
便所や浴室も無い南極で,長 い間女性が生活するのは
困難なことは自明である.し か し,徐々にではあるが
各基地の施設は改善 され,主 な基地では水洗便所は当
然の設備となった.南 極観測に女性が参加 している国
も増えてきた。
アメリカ隊は十数年も前から女性が参加し,越冬も
行われている,そ の職種も研究者以外では,最 初の頃
は秘書やタイピス トなど机上作業が多かったが,現 在
では大工,ダ ンプの運転手,飛 行機のパイロットなど
重労働に属するものが増えている.南極点基地を含め,
アメリカ隊での越冬者は毎年10名を越え(全体の約1
割),夏の間は100人以上の女性が南極で働いている.
ニュージーランド隊で も女性の進出はめざましい.
野外調査に参加する研究者,郵 便局員などスコット基
地で働 く女性 も,毎年夏の間は10名を超える.1979年に
は女性が越冬隊長を務めている.ま た,1986-87年には
サバイバルスクールの講師の一人にも女性が参加 して
いる.
日本隊は女性の参加していない数少ない南極観測隊
である.し かし,すでにニュージーランド隊に参加 し,
大いに研究成果をあげている日本女性もいる.彼女は
南極圏(南 緯66.5度以南)に 入った最初の日本女性で
ある.
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